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平
成
二
十
七
年
度
を
振
り
返
っ
て 

 

日
本
体
育
大
学
東
京
都
同
窓
会 

 
会
長 

 

高
田
幸
一 

東
京
都
同
窓
会
の
皆
様
、
一

年
間
、
本
会
の
活
動
に
ご
理

解
・
ご
協
力
い
た
だ
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
特
に
、
今
年

は
大
学
関
係
者
に
出
席
頂
け

た
こ
と
に
よ
り
、
現
場
の
情

報
に
よ
っ
て
学
生
の
支
援
が

よ
り
明
確
に
な
り
ま
し
た
。 

課
題
は
、
ま
だ
残
し
て
い

ま
す
が
同
窓
生
一
人
ひ
と
り

が
活
動
に
参
加
し
て
「
元
気

を
も
ら
っ
た
！
や
っ
て
良
か

っ
た
」
と
い
う
強
い
気
持
ち

の
持
て
る
運
営
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
、
執

行
部
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り

ま
す
。
今
後
と
も
各
支
部
の

皆
様
よ
ろ
し
く
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

日
本
体
育
大
学
は
、
百
二

十
五
年
を
迎
え
世
界
一
の
体

育
大
学
を
目
指
し
て
、
夢
を

現
実
に
す
る
た
め
様
々
な
改

革
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
教
職
員
や
学
生
、
施
設

と
も
名
実
と
も
に
整
え
生
ま

れ
変
わ
っ
て
い
る
の
を
私
た

ち
も
実
感
し
て
い
ま
す
。 

大
学
が
大
き
く
前
進
し
、

学
生
の
意
識
も
大
き
く
変
化 

  し
て
い
ま
す
。
東
京
都
同
窓

会
は
、
全
国
同
窓
会
と
保
護 

者
会
の
方
々
と
歩
調
を
合
わ

せ
こ
の
変
化
と
同
窓
生
や
学

生
支
援
に
対
し
真
摯
の
関
わ

り
を
考
え
て
い
ま
し
た
。 

二
十
七
年
度
は
、
大
学
の

立
ち
上
げ
た
日
体
教
学
舎
と

連
携
し
支
援
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
将
来
教
員
を
志
望

す
る
学
生
は
と
て
も
意
欲
的

で
あ
り
、
大
学
の
要
請
の
元
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
力
に
な

る
支
援
協
力
を
し
て
い
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
実
施
し
て

い
き
ま
す
。 

教
育
支
援
委
員
会
は
、
主

に
教
育
実
習
の
特
別
講
師
派

遣
、
教
職
志
望
の
学
生
へ
の

指
導
等
を
行
い
ま
し
た
。
今

ま
で
皆
様
に
協
力
い
た
だ
き
、

本
会
の
主
た
る
活
動
と
し
て

前
進
し
て
き
ま
し
た
。
同
窓

会
の
二
十
七
年
度
の
課
題
を

し
っ
か
り
と
ら
え
改
善
し
、

ま
た
大
学
の
連
携
を
同
窓
会

員
に
報
告
で
き
る
よ
う
に
継 

  続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
二
十
七
年
度
の
最

大
の
課
題
は
、
何
と
言
っ
て 

も
新
た
な
会
員
増
強
で
し
た
。

具
体
的
な
報
告
が
で
き
な
く

二
十
八
年
度
に
積
み
残
し
て

い
ま
す
。
教
職
員
関
係
の
卒

業
生
ば
か
り
の
参
加
で
は
な

く
、
公
務
員
関
係
（
警
察
官
、

消
防
官
、
自
衛
官
）
や
企
業

関
係
の
同
窓
生
の
同
窓
会
へ

の
参
加
を
図
る
こ
と
が
急
務

で
す
。 

近
年
、
教
員
に
な
る
学
生

を
除
く
と
約
七
十
％
近
く
が

他
の
職
業
を
選
択
し
て
い
ま

す
。
今
で
は
、
企
業
内
の
日

体
卒
業
の
集
ま
り
が
で
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
東
京
同

窓
会
活
動
の
参
加
に
は
程
遠

い
距
離
が
あ
り
ま
し
た
。
要

請
し
て
も
活
動
内
容
の
理
解

と
魅
力
が
な
い
と
参
加
し
て

も
ら
え
な
い
状
況
で
し
た
。 

 
 

 

二
十
八
年
度
に
は
、
Ｈ
Ｐ

の
立
ち
上
げ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
「
日
体
魂
」 

  の
発
刊
に
き
め
細
か
い
情
報

を
取
り
入
れ
、
大
学
・
全
国

同
窓
会
・
保
護
者
会
・
他
の

団
体
と
の
連
携
を
図
り
進
め 

て
い
く
所
存
で
す
。
先
達
の

英
知
を
生
か
し
、
私
た
ち
も

し
っ
か
り
組
織
し
運
営
し
て

い
き
ま
す
。 

 

最
後
に
二
十
七
年
度
は
関

東
・
北
信
越
地
区
連
絡
協
議

会
の
東
京
開
催
を
準
備
し
て

き
ま
し
た
。
全
容
を
な
る
べ

く
早
期
に
皆
さ
ん
へ
周
知
で

き
る
よ
う
に
進
行
し
て
い
ま

す
。 二

十
八
年
度
は
東
京
開
催

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ

る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

東
京
都
同
窓
生
は
、
今
後

も
会
員
一
人
ひ
と
り
を
大
切

す
る
活
動
体
制
を
確
立
し
ま

す
。 

 
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 
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平
成
二
十
七
年
度 

 

教
員
希
望
者
向
け 

春
季
宿
泊
研
修
報
告 

 

日
本
体
育
大
学 

 

教
職
教
育
研
究
室 

助
教 

門
屋 

貴
久 

 

日
本
体
育
大
学
同
窓
会 

関
東
北
信
越
地
区 

協
議
会
に
つ
い
て 

 

東
京
大
会
準
備
委
員
長 

 
竹
内 

貞
雄 

 

日
本
体
育
大
学
は
創
立
百

二
十
五
年
を
迎
え
今
後
益
々

の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
も
全
国
に
広
が
り

色
々
な
分
野
で
大
活
躍
で
す
。

全
国
の
同
窓
会
員
を
六
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
年
一
回
の
「
地

区
協
議
会
」(

通
称:

ブ
ロ
ッ
ク

会
議)

を
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

関
東
北
信
越
地
区
協
議
会

は
一
都
十
二
県(

茨
城
、
栃
木
、

群
馬
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、

山
梨
、
長
野
、
新
潟
、
富
山
、

石
川
、
福
井
、
東
京)

で
構
成

さ
れ
て
い
て
、
今
年
は
東
京
都

が
「
地
区
協
議
会
」
の
当
番
の

回
り
に
あ
た
り
、
そ
の
開
催
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

協
議
会
に
出
席
す
る
メ
ン

バ
ー
は
、
関
東
北
信
越
の
同
窓

会
の
会
長
、
副
会
長
、
幹
事
長
、

幹
部
役
員
が
一
堂
に
会
し
ま

す
。
日
体
大
同
窓
会
の
課
題
に

つ
い
て
意
見
を
交
換
し
て
今

後
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
東
京
大
会
は
綺
麗

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
東
京
・

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
」
母
校
を

会
場
に
お
願
い
し
協
力
を
得

て
、
次
の
よ
う
な
実
施
計
画
案

を
立
て
ま
し
た
。 

『
期
日
』 

十
月
八
日(

土)

十
一
時
か
ら

約
一
時
問
「
東
京
・
世
田
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
」
の
母
校
訪
問
を
計

画
し
ま
し
た
。
大
学
よ
り
案
内

人
を
お
願
い
し
て
充
実
し
た

学
内
を
隅
々
ま
で
見
学
の
予

定
で
す
。 

十
三
時
か
ら
十
四
時
三
十

分 

松
浪
健
四
郎
理
事
長
、
谷

釜
了
正
学
長
、
瀧
澤
康
二
全
国

同
窓
会
会
長
他
多
数
の
来
賓

を
お
迎
え
し
て
各
都
県
の
出

席
者
と
合
わ
せ
て
約
七
十
名

が
大
会
議
室
に
お
い
て
全
体

会
「
開
会
式
」
を
行
い
ま
す
。 

十
四
時
五
十
分
か
ら
十
六

時
二
十
分 

都
県
代
表
は
三

分
科
会
に
分
か
れ
具
体
的
な

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。
毎
年
突
っ
込
ん
だ

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。 

十
六
時
四
十
分
か
ら
十
七

時
五
十
分 

再
度
全
員
が
集

ま
り
各
分
科
会
報
告
を
行
い

ま
す
。
ま
た
大
学
の
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

よ
り
学
生
の
動
向
に
つ
い
て

の
報
告
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

十
八
時
か
ら
二
十
時 

会

場
を
学
内
レ
ス
ト
ラ
ン
に
移

し
て
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。 

立
食
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
を

予
定
。
メ
ニ
ー
に
昔
懐
か
し
い

駒
澤
か
っ
ぱ
の
「
煮
込
み
」
の

持
ち
込
み
は
ど
う
か
？
と
い

う
提
案
も
あ
り
ま
す
。
胸
襟
を

開
い
て
ゆ
っ
く
り
懇
談
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。
最
後
に
校
歌
、
寮
歌

を
数
十
年
ぶ
り
に
声
高
ら
か

に
歌
い
上
げ
、
次
年
の
福
井
大

会
で
の
再
会
を
約
し
散
会
の

予
定
で
す
。 

久
し
ぶ
り
に
母
校
を
訪
れ

た
先
生
方
は
大
学
の
充
実
ぶ

り
を
確
か
め
、
そ
の
発
展
に
驚

か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
宿

泊
希
望
の
参
加
者
に
は
池
尻

大
橋
の
「
大
橋
会
館
」
を
予
約

し
ま
し
た
。 

十
三
年
ご
と
に
回
っ
て
く

る
今
回
の
「
東
京
地
区
協
議
会
」

が
成
功
理
に
終
了
す
る
よ
う

東
京
同
窓
会
役
員
が
一
丸
と

な
っ
て
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
当
日
の
会
議
の
様
子
は

後
日
報
告
い
た
し
ま
す
。 

「
平
成
二
十
七
年
度
教
員
希

望
者
向
け
春
季
宿
泊
研
修
」
を

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、
平

成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
～

三
月
十
七
日
の
日
程
で
実
施

致
し
ま
し
た
。 

こ
の
春
季
宿
泊
研
修
は
主

に
教
員
採
用
試
験
の
二
次
試

験
対
策
と
し
て
、
「
①
切
磋
琢

磨
し
て
お
互
い
に
自
己
を
高

め
合
え
る
〝
仲
間
〟
を
つ
く

る
」
、「
②
教
育
課
題
等
に
理
解

を
深
め
、
そ
の
解
決
の
在
り
方

を
学
ぶ
」
と
い
う
ね
ら
い
の
も

と
三
年
生
（
新
四
年
生
）
を
対

象
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

平
成
二
十
七
年
度
は
六
十

名
定
員
を
上
回
る
応
募
が
あ

り
、
日
体
大
生
の
意
欲
の
高
さ

に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

宿
泊
研
修
の
内
容
と
し
て

は
、
ま
ず
現
役
合
格
者
（
四
年

生
）
の
講
話
か
ら
、
教
員
採
用

試
験
に
向
か
う
姿
勢
や
勉
強

法
、
心
構
え
な
ど
を
学
び
、
そ

の
後
グ
ル
ー
プ
協
議
、
集
団
討

論
、
論
作
文
指
導
、
個
人
面
接

（
模
擬
授
業
）
の
順
で
実
施
し

ま
し
た
。 

本
宿
泊
研
修
は
、
教
員
を
志

望
す
る
仲
間
た
ち
と
教
育
課

題
に
対
し
て
意
見
を
出
し
合

い
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
た

話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と
で

自
分
自
身
の
考
え
を
整
理
し
、

そ
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
る

と
い
う
段
階
的
な
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

グ
ル
ー
プ
協
議
で
は
、
校
種

別
に
一
〇
グ
ル
ー
プ
（
四
名
～

六
名
）
作
り
、
各
グ
ル
ー
プ
に

与
え
ら
れ
た
教
育
課
題
に
つ

い
て
担
任
ま
た
は
養
護
教
諭

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
グ
ル

ー
プ
内
で
話
し
合
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
協
議
し
た
結
果
を

模
造
紙
一
枚
に
ま
と
め
、
発
表

（
プ
レ
ゼ
ン
）
を
行
い
ま
す
。

発
表
（
プ
レ
ゼ
ン
）
に
つ
い
て

は
、
「
発
表
内
容
」
、
「
プ
レ
ゼ

ン
の
仕
方
」、「
模
造
紙
に
よ
る

資
料
の
完
成
度
」
の
三
観
点
に

お
い
て
参
加
者
全
員
で
評
価

を
し
、
一
位
～
三
位
と
審
査
員

特
別
賞
の
表
彰
を
実
施
し
ま

し
た
。
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
が
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平
成
二
十
八
年
度 

 

教
育
実
習
直
前
指
導 

 

教
育
支
援
委
員
会 

委
員
長 

小
橋
川
和
子 

明
快
か
つ
個
性
的
な
発
表
を

行
い
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表

を
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、
学
生

の
知
見
が
よ
り
深
ま
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

ま
た
、
集
団
討
論
に
つ
き
ま

し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
同
士
で

「
集
団
協
議
す
る
側
」
と
「
審

査
す
る
側
」
を
交
互
に
行
い
、

実
際
の
採
用
試
験
に
近
い
場

を
設
定
し
た
う
え
で
、
緊
張
感

の
あ
る
練
習
を
展
開
し
ま
し

た
。 論

作
文
に
お
い
て
は
、
本
学

文
学
研
究
室
の
今
野 

哲 

准

教
授
に
「
論
作
文
を
書
く
に
あ

た
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
」
に

つ
い
て
ご
講
義
を
頂
い
た
後
、

論
作
文
を
作
成
し
ま
し
た
。
作

成
し
た
論
作
文
に
つ
い
て
は
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
内
容
や
書

き
方
等
を
確
認
し
、
最
終
日
に

向
け
て
時
間
の
限
り
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
最
終
日
に
は
日
本

体
育
大
学
同
窓
会
の
方
々
、
ま

た
は
本
学
卒
業
の
元
校
長
先

生
な
ど
延
べ
五
名
の
講
師
に

お
い
で
頂
き
、
各
グ
ル
ー
プ
の

論
作
文
指
導
と
個
人
面
接
指

導
を
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
迫

感
の
中
、
行
っ
て
頂
き
ま
し
た 

以
前
は
日
体
大
を
卒
業
す

る
と
、
殆
ど
の
学
生
が
教
員
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
日

で
は
保
健
体
育
の
免
許
状
取

得
を
多
く
の
大
学
で
導
入
し

た
こ
と
に
よ
り
、
教
員
採
用
試

験
の
競
争
も
厳
し
く
本
学
卒

業
直
後
に
は
容
易
に
教
職
に

就
け
な
い
現
状
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
日
体
大
に

入
学
さ
れ
た
八
割
以
上
の
学

生
は
同
窓
の
先
輩
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
先
輩
に
あ
こ

が
れ
本
学
に
入
学
し
て
教
職

を
希
望
し
て
い
ま
す
。
そ
の
為

卒
業
後
、
数
年
の
準
備
期
間
を

経
て
卒
業
生
の
三
割
余
り
が

教
師
と
な
り
夢
の
実
現
を
果

た
し
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
現
場
の
同
窓
の

皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
、
後
輩
の
育
成
の
支

援
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
二
泊
三
日
と

い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
講
師
陣

に
支
え
ら
れ
、
内
容
の
濃
い
宿

泊
研
修
を
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

今
回
の
宿
泊
研
修
を
通
し

て
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
日
体

大
生
の
大
き
な
可
能
性
で
す
。

初
め
は
、
自
分
の
考
え
も
整
理

さ
れ
て
い
な
く
、
相
手
に
伝
え

る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ

た
学
生
が
最
終
日
に
は
と
て

も
良
い
表
情
で
自
分
の
意
見

を
述
べ
て
い
る
姿
を
見
て
、
日

体
大
生
の
吸
収
力
、
そ
し
て
潜

在
能
力
の
高
さ
に
感
心
致
し

ま
し
た
。 

日
本
体
育
大
学
は
今
年
百

二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
優
秀
な
教
員

を
日
本
中
、
そ
し
て
世
界
中
に

輩
出
す
る
こ
と
を
目
標
に
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理

解
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

東
京
都
同
窓
会
の
会
員
の

皆
様
、
教
育
実
習
で
は
後
輩

が
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
も
、
前
期
実

習
五
月
末
か
ら
、
後
期
実
習

十
一
月
初
旬
か
ら
、
三
週
間

の
教
育
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

日
体
大
の
平
成
二
十
八
年

度
の
教
育
実
習
生
の
数
は
、

九
百
四
十
八
名
（
内
東
京
都

百
八
十
四
名
、
教
育
実
習
巡

回
指
導
担
当
特
別
講
師
（
巡

回
指
導
特
別
講
師
）
四
十
八

名
）
で
す
。
一
つ
の
大
学
で

千
名
近
く
も
教
育
実
習
生
が

存
在
す
る
大
学
は
ま
れ
で
あ

り
ま
す
。 

今
年
度
も
、
三
月
二
十
六

日
（
土
）
に
教
育
実
習
直
前

指
導
が
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
、

神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
と
自

治
体
毎
に
午
前
・
午
後
に
分

か
れ
指
導
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
最
初
に
記
念
講
堂
で

学
務
課
か
ら
教
育
実
習
全
般

に
つ
い
て
、
そ
の
後
巡
回
指

導
特
別
講
師
と
の
初
顔
合
わ

せ
で
す
。
巡
回
指
導
特
別
講

師
か
ら
約
一
時
間
に
わ
た
り

実
習
心
得
、
教
育
現
場
の
実

態
と
諸
注
意
等
が
実
習
生
に

話
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
は
、

一
年
前
か
ら
実
習
受
け
入
れ

校
と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。 

一
方
、
巡
回
指
導
特
別
講

師
は
実
習
校
へ
出
向
き
、
管

理
職
や
体
育
科
主
任
へ
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
そ
の
後
実
習

生
と
面
談
の
う
え
指
導
案
の

添
削
等
の
事
前
指
導
、
研
究

授
業
へ
の
参
観
、
そ
し
て
事

後
指
導
を
行
い
ま
す
。
最
後

に
実
習
記
録
に
所
見
を
記
入

し
、
実
習
生
が
実
習
記
録
を

大
学
へ
提
出
し
ま
す
。
こ
れ

と
並
行
し
て
巡
回
指
導
特
別

講
師
は
、
大
学
へ
一
連
の
指

導
報
告
書
を
提
出
し
ま
す
。 

以
前
は
日
体
大
を
卒
業
す

る
と
、
殆
ど
の
学
生
が
教
員

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
日
で
は
保
健
体
育
の
教
職

課
程
を
設
置
す
る
大
学
が
一

五
六
校
も
あ
り
、
教
員
採
用

試
験
の
競
争
も
厳
し
く
本
学

卒
業
直
後
に
は
容
易
に
教
職

に
就
け
な
い
現
状
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
体

大
に
入
学
さ
れ
た
八
割
以
上

の
学
生
は
同
窓
の
先
輩
か
ら

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
先
輩

に
あ
こ
が
れ
本
学
に
入
学
し

て
教
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

そ
の
為
、
卒
業
後
数
年
の
準

備
期
間
を
経
て
三
割
余
り
が

教
師
と
な
り
夢
の
実
現
を
果

た
し
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
現
場
の
同
窓
の

皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
す
が
、
後
輩
の
育
成

の
支
援
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 
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  平成２８年６月１日  

日本体育大学東京都同窓会 会員各位          

                     東京都同窓会会長 高田 幸一   

 

平成２８年度 総会・研修会・懇親会のお知らせ 
 

初夏の候、東京都の同窓の皆様にはいかがお過ごしでしょうか。 母校も益々発展の様子で卒業生と 

致しましてもご同慶の至りでございます。 

さて、今年も下記のとおり平成２８年度総会（総会・研修会・懇親会）を開催いたしますので万障お繰り 

合わせの上ご参集下さい。 

 

記 

１．期 日：平成２８年７月１６日（土） 

２．会 場：（総会・研修会） 東京・世田谷キャンパス ３２０２教室（２階一番奥） 

    （懇  親  会）   東京・世田谷キャンパス Ｎレストラン 

３．日 程：受 付   １５：００～ 

総 会   １５：２０～１５：５０ 

研修講座   １６：００～１７：００ 

         講師 ： 大山 茂 （学生支援センターキャリア支援部門長） 

         演題 ： 「大学の現状と同窓の繋がりについて」 

      懇親会   １７：１５～１９：００（学内 Nレストラン）  

参加費  ：  ７，０００円  学生は無料 

なお、ご出欠席を７月１日（金）までに同封のハガキにてご返信下さい。また、同日までに参加費の 

振り込みをお願いいたします。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

返信ハガキ記入のお願い 

    東京都同窓会は、都内２３区と多摩地区、島嶼地区、企業、日体大（教職員のみ）に分けて同窓会の 

活性化を図っております。返信ハガキに所属希望の２３区名、地区名をご記入ください。希望の所属の 

ない方は東京都とご記入ください。勤務先や住所など複数ご希望の方は二つの地区をお書き下さい。 

未記入の方は現住所を所属とさせていただきます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

通信連絡費への協力金のお願い 

通信連絡費への協力金を賜り誠に有り難うございました。多くの皆様から年会費としてはどうかと 

いうご意見もあり、現在役員会で検討させていただいております。 

恐縮ですが、今年度も通信連絡費協力金として昨年同様に振込用紙を同封させていただきましたので 

一口 1,000円とし、２口以上でお願い申し上げます。２口以上何口でもかまいません。 

総会に参加されない方も、振り込み用紙に記入の上送金へのご協力を宜しくお願いいたします。 

 

今
年
は
、
日
本
体
育

大
学
が
百
二
十
五
周
年

を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

日
本
体
育
大
学
同
窓
会

関
東
北
信
越
地
区
協
議

会
が
十
月
に
開
催
さ
れ

ま
す
。 

都
同
窓
会
で
は
、
大

学
と
連
携
し
、
教
育
実

習
巡
回
指
導
、
七
月
の

教
員
採
用
候
補
者
選
考

に
向
け
講
座
を
開
設
し

後
輩
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。 

都
同
窓
会
の
活
動
、

会
報
第
19
号
へ
の
ご
意

見
や
ご
感
想
、
次
号
以

降
に
つ
い
て
の
ご
要
望

な
ど
、
是
非
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。 

 

編 

集 

後 

記 


